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皆さまへ
我が国におけるCSRの概念や取り組み
は、少しずつ浸透しつつありますが、一
方で、グローバル化による社会的課題の
範囲や深刻さは、年々拡大しています。
私ども三井住友トラスト・グループは、こ
うした問題に正面から向き合い、信託銀
行グループならではの多彩な機能を生
かし、持続可能な社会の形成に貢献する
「No.1サステナビリティバンク」を目指
してまいります。

2015年3月
取締役社長 取締役会長
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サステナビリティバンクとは…
国際紛争、格差拡大、地球温暖化、
資源枯渇…人類を取り巻く問題はさま
ざまです。
サステナビリティとは「持続可能性」の
こと。こうした課題の解決に貢献し、社会
の持続可能性を高めながら、それを自ら
の持続的な成長の糧にするサステナビリ
ティバンクを私たちは目指しています。
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三井住友トラスト・グループが果たす社会的責任 編集方針
2014年度のCSRレポートは、さまざまな読者ニーズに対応
するため、2013年版に引き続き、2014年版もフルレポー
ト、ダイジェスト版（当レポート）、テーマ別レポート（「気候
変動」「自然資本」「責任投資」「環境不動産」）の3形態とさせ
ていただきました。当グループのその他のCSRへの取り組
みについては、ウェブサイトに掲載致します。

ウェブサイトURL: 
http://www.smth.jp/csr/index.html
※ 当冊子は、三井住友信託銀行を中心としたグループの取
り組みを紹介しています。
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03※ 三井住友トラスト・グループの合算信託財産残高

投信・投資一任販売額 不動産関連収益
（グループ会社合算） 企業年金受託残高

資産管理残高※

金銭債権流動化受託残高 不動産証券化受託残高 年金総幹事件数

証券代行管理株主数
（グループ会社合算） 資産運用残高 投資信託受託残高
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三井住友信託銀行の支店には、“財コ
ン”―財務コンサルタントがいます。財
コンは、高度な専門性と豊かな経験を
持ち、専用の個室でお客さまとじっく
り話し合い、財産に関するさまざまな
ニーズにお応えしています。お客さまか
ら信じ託される信託の精神を体現する
プロ、それが財コンなのです。

信託精神を体現する財コンという
仕事

重厚感あふれる応接室でお話を
うかがいます（日本橋営業部）
写真：「月刊日本橋」
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財務コンサルタントの仕事には、お客さまにあらゆることをお話

しいただけるよう信頼関係を築き、お客さまの中にある想いを聴

き取ることが求められます。

私たちの仕事の一つに、遺言信託業務というものがあります。

これは、お客さまの人生の集大成ともいうべきご遺言の、作成か

ら執行まで、一切の手続きを信じて託していただくという信託銀

行の財務コンサルタントだからこそできる大切な仕事です。

この遺言信託業務は、単に財産をご遺族さまなどに分けるだ

けのものではありません。私たちはご本人から生前に、ご家族に

向けた感謝の気持ちなどを聞かせていただき、それを遺言書に

書き添えることをお勧めしています。相続されたご家族の中には、

遺言書が開示され、そこに込められた親御さんの想いを知り、涙

が止まらない方もいらっしゃいます。そのようなときほど、この仕事

をしていることへの喜びと誇りを感じることはありません。

当社は設立から90年間、一貫して信託業務を専業として営ん

でまいりました。これまでの長い歴史の中で培われてきた信託の

精神は、一朝一夕で他社に真似できるものではありません。私た

ちは、この受け継がれてきた信託の精神を胸に、これからもお客

さまに信頼され、想いを託していただける財務コンサルタントで

あり続けたいと思っています。

お客さまの想いを伝えるために
心から信頼されるから託していただける 90年間育んできた信託の精神

三井住友信託銀行 日本橋営業部 
上級主席財務コンサルタント 

植木 敏晴
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世界有数の長寿国、日本。
豊かなシニアライフのため
には、さまざまな知識が必
要です。私たちは、お客さま
とともに学び、全力で支援し
ていきたいと考えています。

シニアライフを全力で応援する

浴風会ケアスクールの服部安子校
長による認知症についての講義
（新百合ヶ丘支店シルバーカレッジ）
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安全安心で充実した老後を送りたい…。三井住友信託銀行
は、そんなシニア世代のお客さまを対象に、全国の支店で「シ
ルバーカレッジ」を開催しています。高齢社会に必要な三つ
の仕組み・機能は共助（医療や介護）、互助（相互助け合い）に
加え、自らを守る自助といわれます。自助の一つが「備え」です
が、具体的に何を備えれば良いのか体系的に学ぶ場は、必ず
しも多いとはいえません。シルバーカレッジでは「健康で安全

全国でシルバーカレッジを開催する全国でシルバーカレッジを開催する
充実した老後を送るための「備え」を考える

ミニコンサート
も交え音楽療法
を楽しく講義

シルバーカレッジ

のチラシ

シルバーカレッジの主要４テーマ

安心な生活」「住まいの選択肢」「認知症」「最期の迎え方」の四
つを主要テーマに地域の特性も考慮したカリキュラムを作り、
一流の講師陣から学んでいただいております。備えあれば憂
いなし…私たちは、カレッジを卒業されたお客さまが充実し
た人生を全うされることを心から願っています。

• 長生きする食生活とは
• 振り込め詐欺への備え
• 増やす運用から守る運用
 など

• 認知症を正しく理解し安心の備えを
• 成年後見制度の上手な使い方
• 認知症に対応した信託の活用
 など

• 自分で決める最期の迎え方
• 次世代への資産承継
   （遺言と相続）
 など

• 住まいのバリエーションを考える
• 自宅で老後を過ごす
• 高齢者住宅に住み替える
 など

認知症問題を
考える

納得できる
旅立ちのために

老後の住まいの
選択肢

健康で安全安心な
老後を過ごすために



08

三井住友信託銀行は、高齢社会問題を深く知るために、さま
ざまな専門家との対話を重ねています。例えば、2014年10月
には、認知症を専門にされている医学博士や臨床心理士、介
護事業者、社会福祉士などをお招きし、認知症を患う高齢者
の方がさまざまなトラブルに巻き込まれている現状を踏まえ、
窓口対応や商品開発面で期待されることは何かをお聞きしま
した。三井住友信託銀行には他の銀行のモデルとなるような
好事例を示してほしい、という要望もいただきました。

高齢社会に求められる銀行となる高齢社会に求められる銀行となる

• 幸せな高齢社会の基盤、
 ウェル・ビーイング
• 体の健康
• 心の健康
• コミュニケーション
• 老化予防
• 生活

• 社会交流
• 地域活性化と
 新しいビジネス
• 介護予防
• 介護保険と介護
• 医療と年金
• 暮らしの安全・安心

世界に類を見ない超高齢社会に突入し
た日本ほど、「老年学」が必要な国はありま
せん。三井住友信託銀行では、お客さまと
接する支店の支店長が率先して老年学を学
んでおり、2015年1月には初めて、全支店長
が日本応用老年学会の監修する「生・活（い
きいき）」知識検定試験を受験しました。老年学では、高齢者
の生活、健康、老化予防、介護保険、年金制度など広範な知識
を習得します。三井住友信託銀行は、さらに多くの社員に老年
学を学んでもらい、超高齢社会で真に必要な銀行になること
を目指しています。

社員がスペシャリストになるさまざまな専門家から意見を聞く

高齢社会問題に関する専門家との対話

老年学
テキストの
内容

テキスト「ジェロン
トロジー入門」
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人類は、これまで経験したことのない高齢社会に突入しま
した。既成の学問を身に付け、先達の経験を学ぶのみでは立ち
行かなくなっているのです。このような社会を見通して20世紀
の初めに創られたのがジェロントロジーです。日本では、老年
学と訳されています。老年学は、ルネサンス以降、タテ割り化し
タコ壺化した学問を統合するために生まれました。
老年学は、人間がどのように加齢変化をするか、中高年に
なった人々に心、体、経済など、どのような問題があるかを科
学的にみることを目的にしています。加えて、哲学、宗教、文学
などの人文学の見地からも加齢や高齢問題を捉えようとしま
す。シニア向けの商品やサービスの開発、マーケットの開拓な
どのシニアビジネスへの応用も老年学の一領域です。生涯学
習や「終活」にみられる死生学も応用老年学に含まれます。

高齢社会に求められる銀行となる
21世紀の社会において、高齢社会の運営や施策を考える
人、シニアビジネスを目指す人、学校教育や生涯学習に携わる
人に老年学は必須です。ボランティア活動や家庭で高齢者に
接する人にも老年学の知識は欠かせません。
三井住友信託銀行の方々が次々に受験し始めている、老年
学の知識を身に付けたウェルビーイング・コンシェルジュを目
指すことができる検定試験にもど
んどん挑戦していただきたいもの
です。

老
ジ ェ ロ ン ト ロ ジ ー

年学のすすめ

日本応用老年学会理事長／
桜美林大学名誉教授 

柴田 博

資格認定証

ウェルビーイング・コンシェルジュ
NPO法人「生活・福祉環境づくり21」が実施する「『生・活
（いきいき）』知識検定試験」に合格した方の中で、認定
委員会が認めた既存の資格や検定に合格している方が
認定されます。ウェルビーイング・コンシェルジュになる
ことで、シニアに向けたサービスやコンサルティングに、
これまでの資格や知識を優位に生かすことができます。
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日本国憲法にも書かれている「人権」。経済
の発展、グローバル化の進展により、企業の
影響力が格段に大きくなるなかで、三井住
友信託銀行は、21世紀に人権が持つ意味を
地球的な視野で考え、行動しています。

「人権」を地球的視野で考える

国連グローバル・コンパクト
（2005年に日本の銀行として初めて署名）

原則1 企業は、国際的に宣言されている人
権の保護を支持、尊重すべきである

原則2 企業は、自らが人権侵害に加担しな
いよう確保すべきである
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人権を経営課題と位置付ける人権を経営課題と位置付ける

三井住友信託銀行 人事部審議役 
関 優

当社では、社員が企業人である前に、人として人権がい
かに大切であるかを学びます。そのために、企業連絡会に
加盟するとともに部落差別問題や在日コリアンの人権に
関する研究機関にも加盟し、全国で開催される各種集会・
研究講座・映画会に参加しています。また差別の実態を直
接知るために現地学習会にも参加しています。
そして、あらゆる人権問題についての知識を習得し、何か
を感じてもらえるよう、毎月全社員に対してメールで「啓発
ツール」を配信しています。5分程度で読めるツールですが、
高齢者問題や障がい者問題、外国人問題といった直接窓口

にいらっしゃるお客さまに対する配慮の必要性や、いじめや
ハラスメントといった職場で起こりやすい人権問題、また児
童虐待やドメスティックバイオレンス・ヘイトスピーチ・犯罪
被害者とその家族の人権問題など社会問題化している人権
問題に対する理解も深めるようにしています。社員一人一
人が、人を大事にするという意識を常
に感じていることが大切だと思います。

人権方針を制定し、
国連の指導原則
に基づいた
体制を構築

海外を含む
グループ全社の
人権対応状況
を調査（年1回）

22,164人
職場内人権啓発研修を
受けた社員数

566時間
職場内人権啓発研修の
延べ時間
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インターナショナルスクール・オブ・アジア軽井沢
(ISAK)は、次世代を担うリーダーの育成を目指す、日本
で初めての全寮制インターナショナルスクールとして、
2014年8月に開校しました。1クラス10人～18人の少人
数制で、授業は全て英語で行われ、卒業資格として、世界
各国の大学への入学資格に認められている、国際バカロ
レアが取得できる認定候補校となっています。
ISAKは、主にアジア太平洋地域を中心とする海外から
の留学生を受け入れるなかで、さまざまなバックグラウン
ドを持つ生徒が平等に教育を受けられるよう、支援を行っ
ています。三井住友信託銀行は、ISAKがサマースクール
でインドのカースト制度最下層の子どもたちのための学
校「シャンティ バーバン」から受け入れる生徒の里親とし
て、渡航費、学費、滞在費など一切をサポートしています。
2014年は12歳のThulasi Priya Rameshさんをサマース
クールに迎えました。

サマースクールに参加した子どもたちThulasi Priya Rameshさん（中央）
との記念撮影

軽井沢に立地するISAKの校舎

ISAKサマースクールの里親として

日本の中からできること日本の中からできること
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シャンティ バーバンは、インドの世襲階級カースト制度にお
いて、社会的、経済的に最も不利な立場に置かれた子どもた
ちの育成を目的としています。子どもたちに自然に恵まれた全
寮制という環境と最高の教育プログラムを提供し、世界に通
用する価値観を養います。
創立者アブラハム・ジョージ博士（Dr. Abraham George）
は、カースト制度によって不利な立場に置かれた人々の状況
を改善し、次世代への連鎖を断ち切るためには、子どもたちの
教育が最も大切であると考えていました。
カースト制度最下層の子どもたちが最高の生活環境のもとで

教育を受け、やがてリーダーとして成長すれば、子どもたちの家
族を含め多くの人々がそれによって救われ、次世代にも良い影
響を及ぼしていきます。シャンティ バーバンのような教育プログ
ラムを多くの学校が実施することで、2000年にわたって続いて
きたカースト制度による差別を撤廃することができるのです。

Thulasiさんからのお礼の手紙

シャンティ バーバンで学ぶ子どもたち

教育機関「シャンティ バーバン」のミッション

三井住友信託銀行様

私は今、ここISAKで過ごすこと
を楽しむだけでなく、私にとってと
ても大切な、生きる価値を学んで
います。私は将来、貧しい人たち
に教育や食べ物を支援する団体
を立ち上げたいと思っています。イ
ンドにいる友人たちにも、この価値
について教えてあげたいと思いま
す。素晴らしい経験をさせていた
だき、本当にありがとうございます。
友人全てと家族を代表して、感謝
申し上げます。

Thulasi Priya  

カースト制度と戦う教育理念に賛同する

廃廃廃廃廃廃廃すすすすすす

紙

と
と

んで
たち
団体
す。イ
価値
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ナショナル・トラストは信託銀行と同様、英国の信託（ト
ラスト）制度が原点です。私たちは信託の精神で貴重な
自然を守る日本のトラスト運動に共鳴し、全国の活動を
映像を使って次世代に伝える取り組みを行っています。

自然を守る「信託」を支援する

ナショナル・トラストで守られ
た水源の森の大切さを教える
（岡山市立角山小学校）



鶴岡八幡宮と御谷の森
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次世代にナショナル次世代にナショナル・トラストを伝えるトラストを伝える

1964年、鎌倉のシンボル鶴岡八幡宮の奥に広がる御
おやつ

谷の森
に宅地開発計画が持ち上がりました。事態を憂慮した作家の
大佛次郎氏らが立ち上がり、市民からの募金で開発予定地を
買い取って森を守りました。そして、これが日本のナショナル・
トラスト運動の嚆矢となったのです。
日本の貴重な自然を守るために、ナショナル・トラスト運動
をもっともっと広げたい。三井住友信託銀行はそのように考
え、質の高い映像教材を作り、未来を担う子どもたちに身近な
トラスト運動を知ってもらうプロジェクトを推進しています。
これまで天神崎（和歌山）、小網代の森（神奈川）、美作・水源の
森（岡山）のトラスト運動を題材にした授業を地元の小学校で
行ってきました。ナショナル・トラスト50周年に当たる2014年
は発祥の地、御谷の森を取材し、鎌倉市立七里ガ浜小学校で
授業を行いました。
授業当日は、鎌倉市の松尾崇市長も駆けつけ、鎌倉の美しい
景観を守るトラスト運動の意義を子どもたちに熱く語ってい
ただきました。

トラスト運動の現場
を環境専門メディア
グリーンTVが取材

取材で収録した
映像を使って動画
教材を作成

三井住友信託銀行の社
員が先生となり、地元小
学校で授業を実施

ナショナル・トラスト運動の
大切さを訴える小学校での授業

鎌倉
御谷の森

トラスト運動発祥の地を舞台に

授業の前にあいさつされる松尾鎌倉市長
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ベルマーク運動での役割
PTAなど口座への入金

集めたベルマーク点数に
応じた金額を請求 ベルマーク財団の

口座をとおして援助

援助品納品
注文品発注

注
文
品
納
品

PTAなど口座から
注文品代金の
10％を寄付

PTAなど口座から
注文品代金の代金支払

協力会社

三井住友
信託銀行

三井住友
信託銀行

へき地学校
特別支援学校
災害被災学校
発展途上国

協賛会社PTAなど

ベルマーク
財団

集めたベルマーク備品の注文

銀行の機能を活用した社会貢献銀行の機能を活用した社会貢献

身近な商品に付いた小さな“ベルマーク”。皆さん、一度は目
にしたことがあるはずです。「ベルマーク運動」は、集めた点数に

応じて協賛会社から資金提供を受け、
学校の備品購入などに役立てる教育
助成を目的とした制度です。1960年
から実に半世紀を超えて続く運動は、
へき地の学校や発展途上国への援助、
災害被災学校等への援助資金(友愛
援助)など広範囲な社会貢献活動とし
ての一面も持ち合わせています。

ベルマーク運動を50年間支え続ける

ベルマーク財団から援助を受けた宮城県内の大震災被災の中学校の生徒

私たちは財団に協力し、全国2万8千規模のPTA口座とその
資金管理を一手に引き受ける銀行として、地道な運動を裏方
で支えています。
管理する口座数も膨大ですが、それぞれに一生懸命集めら
れた方の思いが詰まっているため、細かな事務処理でも気の
抜けない業務と感じています。その先にある子どもたちの笑顔
を思いながら、これからも運動を盛り上げるために、少しでも
お手伝いできればと思っています。

三井住友信託銀行
本店法人業務 第二部
主任調査役 
赤井 俊一



17
田中 典子 様（和歌山県 29歳）

野崎 清 様（埼玉県 89歳）

松本 千佳 様（奈良県 34歳）

三井住友信託銀行は、2013年6月から、次世代にのこしたいと思
う大切な「人・モノ・コト」を「わたし遺産」として、400文字程度のエ
ピソードを募集しています。大賞・準大賞を受賞した作品は、冊子
としてまとめられ、全国の支店ロビーで配布されます。
※掲載の3作品は第2回の大賞受賞作品です。
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一刻の猶予も許されない地球
環境問題への対応。私たちは
解決に向け国内外でリーダー
シップを発揮していきます。

環境問題で金融界のリーダーとな
る

2012年10月、『不都合な真実』の著者である元米国副大統領
のアル・ゴア氏が来社し、三井住友信託銀行社長の常陰と、
持続可能な未来に投資する資産運用について議論しました。
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1,600兆円もの個人資産に裏打ちされた日本の金融力を
持続可能な社会の形成にフル活用する。そうした趣旨から
2011年に作られた21世紀金融行動原則に当社は起草から
携わり、現在は運営委員長を務めています。193の署名機関
の議論の積み重ねや協働の拡
大に向け一貫してリーダーシッ
プを発揮することで、日本の金
融界を牽引し、環境問題に挑戦
していきます。

地球温暖化を緩和するには、二酸化炭素の3分の1を排出す
る建築物の省エネが不可欠ですが、コスト増につながるため抜
本的な取り組みが進んでいないのが現状です。当グループは、
環境配慮型不動産の価値が評価される市場の創造が何よりも

必要だという信念のもと、2007年に産官学の有識者研究会を
組成しました。さらに国などへの働きかけを通じ、テナントや投
資家などに分かりやすい環境配慮型不動産の評価指標の導入
や経済性（建物の価値）の調査・分析などを主導してきました。

金融力は日本の高度な環境技術を育むバックボーンの一つに
なってきましたが、これまで国際的な発信が十分とはいえませ
んでした。当グループでは、国連が支援する責任投資原則の年次
総会（2014年9月、カナダ）や
生物多様性条約第12回締約
国会議（2014年10月、韓国）な
どさまざまな場で日本の取り
組みを発表し、世界に向け積
極的な発信に努めています。

日本の金融界を牽引する

環境市場の創造でイニシアティブを取る

世界の金融界に発信する

21世紀
金融行動原則

建物の環境価値の
鑑定評価理論を構築

環境配慮型
不動産

CASBEE※

不動産
全国のCASBEE評価
取得物件の調査

市場創造の基盤作りを主導
評価 経済性の実証

※ CASBEE…国が主導する建物の環境性能を評価し格付けする手法

理論面を整備
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毎年4万種の生物が絶滅し、気候変動より危機的な状況といわ
れる生物多様性。2008年5月、私たちはドイツで開催された生物
多様性条約の9回目の国際会議（COP9）から“The economics of 
ecosystems & biodiversity”という1冊の報告書を持ち帰りました。
報告書のテーマが2010年に名古屋で開催される次の会議（COP10）
の焦点の一つになると考えた私たちは、すぐに著作権を獲得し、翻訳
チーム※を組成し、10月にその日本語版「生態学と生物多様性の経済学
（中間報告）」を出版しました。
このレポートは、その後TEEBと呼ばれ、
COP10を控え、学術関係者だけでなく多くの
人に読まれ、市民団体の勉強会などで活用さ
れました。日本において、とりわけ市民社会に
おいて、生物多様性の議論の活性化に貢献す
ることができた、と私たちは考えています。

※ 公益社団法人 日本生態系協会、株式会社日本総合研究所

生
態
系
と
生
物
多
様
性
の
経
済
学
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s  

&
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i v e r s i t y

中
間
報
告

社会貢献からビジネスへ社会貢献からビジネスへ（世界に先駆けた商品開発）（世界に先駆けた商品開発）

生物多様性の応援団として

世界で初めて生
物多様性をテーマ
にした株式投資信
託を発売。2010年
日経ヴェリタス賞
優秀賞を獲得

生物
多様性

2008

2010
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2015年2月、WWFジャパン(公益財団法人 世界
自然保護基金ジャパン)主催の『ビジネスと生物多
様性勝手にアワード』において、三井住友トラスト・
ホールディングスは大賞に次ぐ優秀賞（「オリーブの
葉賞」）を受賞しました。
WWFジャパンは、国内の上場企業1,818社の環
境報告書類やウェブサイトで公開されている情報を
調査し、独自に設けた評価項目に基づいた審査を踏
まえ、大賞、優秀賞、特別賞の受賞企業計9社を選定
しました。

WWFジャパン事務局長筒井隆司氏
（右）と当社常務執行役員高倉透

2012

2013

2015社会貢献からビジネスへ（世界に先駆けた商品開発）

日本の金融機関で唯一
国連環境計画・金融イニ
シアティブの自然資本宣
言に署名

世界で初めて自然資本
を評価に取り入れた融資
商品を開発。環境白書（環
境省）にも取り上げられる

自然資本
生物＋生物を育む
水、空気、土地など



エネルギーを
見える化する「HEMS」

分電盤
売電

買電

電力会社

家電製品

etc.

三井住友トラスト・
パナソニックファイナンスの
太陽光発電ローン実行額
（累計:百万円）

2014年度の実行額は第4四半期（2015年1～3月）の数値が含まれていません

停電時にも利用
可能な「太陽光
発電システム」

HEMSモニター

テレビ エアコン 洗濯機

スマートフォン

家庭用燃料電池
（エネファーム）
家庭用燃料電池
（エネファーム）

リチウムイオン
蓄電池ユニット
リチウムイオン
蓄電池ユニット

自宅で電気をつくって、ためる
「蓄電池」と「燃料電池」

スマートフォ

2009年度

2,080
6,510

17,435

2010年度 2011度年 2012年度 2013年度 2014年度

32,205

43,677
51,039
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エネルギーを賢く（スマートに）利用するスマートハウス。
クリーンエネルギーなどで電気を調達し、災害にも強い快適

な住宅です。当グループは太陽光発電ローンなどをお客さま
にご提供し、住宅のスマート化に貢献しています。

街中をスマートハウスに街中をスマートハウスに



©FujisawaSST協議会
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日本中をサステナブル・タウンにしたい
スマートハウスが立ち並ぶFujisawaサスティナブル・スマートタウン。

温暖化や高齢化問題に適応した日本のまちの将来がここに凝縮されています。

サステナブル・タウンは「持続可能なまち」という意味。

No.1サステナビリティバンクを目指す私たちは、信託銀行グループのノウハウをフルに生かし、

日本中をサステナブル・タウンに変えていきたいと考えています。

三井住友信託銀行はFujisawaサスティナブル・スマートタウン協議会のパートナー企業として
スマートタウンの評価指標の設計などを行っています。
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ブログを通じた地域への情報発信

WEBサイト http://branchblog.smtb.jp/ With You支店ブログ 検 索

ロビー展をご紹介しています。絵
画・写真・工芸・趣味など、展示作
品も募集しています!

ロビー展の紹介

資産運用、不動産、相続・贈与な
ど、お役に立つ情報を提供してい
ます!

セミナー情報

地域のイベント、季節行事への
参画や環境保全活動への参加な
ど、幅広い活動をしています!

地域活動

「With You支店ブログ」では、三井住友信託銀行のス
タッフが地域の活動や、支店でのイベント情報、お客
さまのお役に立つ情報などを随時発信しています。

blog

2012年
上期

2012年
下期

2013年
上期

2013年
下期

2014年
上期

122件122件 177件177件

469件469件 529件529件
620件620件支店ブログ更新数の推移

各支店のブログ
更新件数は毎年
増加しています



写真：「月刊日本橋」
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拠点網
当グループは首都圏・関西圏・中部圏を
中心とするバランスの取れた拠点網を
構築しています。

支店
コンサルプラザ・

コンサルティングオフィス等
首都圏 53 22
関西圏 28 5
中部圏 19 1
その他 21 0
合　計 121 28

国内拠点数 （2014年12月末現在）

三井本館（三井住友信託銀行 日本橋営業部）
日本橋大通り沿いでひときわ目立つクラシックな建物、三井本館。コリント式の巨大な柱を抜け、建物の中へ足を踏み入れ

ると、立派な大理石の床に思わず見上げてしまうほど高い天井を持つ、壮麗な受付ホールがお客さまをお迎えします。
また、地下1階には、米国モスラー社に特注した東洋一と名高い大金庫があり、現在も貸金庫として利用いただ
いています。ビルの竣工は1929年。当社（当時は三井信託銀行）は竣工時からこの建物に入居し、1932年
の血盟団事件やGHQによる接収（4・5階部分）など激動の昭和を体験しました。三井本館は、その歴
史的・建築的価値の高さから国の重要文化財に指定され、日本橋のシンボルになっています。

国指定重要文化財
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